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Q1 お名前と電子メールアドレスをご記入ください。
回答数： 198 スキップ数： 17
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回答数　:　198



96.19% 202

3.81% 8

Q2 性別について、選択してください。
回答数： 210 スキップ数： 5

合計 210

男 女

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答の選択肢 回答数

男

女
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0.00% 0

1.42% 3

11.85% 25

32.70% 69

40.76% 86

12.32% 26

0.47% 1

0.47% 1

Q3 年齢層について、選択してください。
回答数： 211 スキップ数： 4

合計 211

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代

80代以上

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答の選択肢 回答数

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上
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28.30% 60

9.91% 21

4.25% 9

4.25% 9

24.53% 52

12.74% 27

1.42% 3

4.25% 9

0.47% 1

9.91% 21

Q4 業種区分について、複数に該当するときは代表的なもの1つを選
択してください。
回答数： 212 スキップ数： 3

合計 212

製造業 卸売業 小売業 倉庫・保管業 物流業

物流子会社 その他の運送業(港湾・鉄道等) 情報サービス業 個人

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答の選択肢 回答数

製造業

卸売業

小売業

倉庫・保管業

物流業

物流子会社

その他の運送業(港湾・鉄道等)

情報サービス業

個人

その他
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9.00% 19

9.48% 20

34.12% 72

30.33% 64

12.32% 26

4.74% 10

Q5 あなたの職位について、該当する番号を選択してください。
回答数： 211 スキップ数： 4

合計 211

一般社員 係長級 課長級 部長級 役員以上 その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答の選択肢 回答数

一般社員

係長級

課長級

部長級

役員以上

その他
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5.77% 12

31.73% 66

24.52% 51

37.98% 79

Q6 あなたの所属する会社の資本金について、該当する番号を選択し
てください。
回答数： 208 スキップ数： 7

合計 208

1千万円未満

10億円以上

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答の選択肢 回答数

1千万円未満

1千万円～1億円未満

1億円～10億円未満

10億円以上
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1千万円～1億円未満 1億円～10億円未満



8.13% 17

8.61% 18

46.41% 97

36.84% 77

Q7 あなたの所属する会社の従業員数について、該当する番号を選択
してください。
回答数： 209 スキップ数： 6

合計 209

30人未満 30人～100人未満 100人～1,000人未満 1,000人以上

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答の選択肢 回答数

30人未満

30人～100人未満

100人～1,000人未満

1,000人以上
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44.08% 93

55.92% 118

Q8 JILS会員の種別について、選択してください。
回答数： 211 スキップ数： 4

合計 211

JILS会員 JILS非会員

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答の選択肢 回答数

JILS会員

JILS非会員
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Q9 あなたの会社の以下の物流領域では、労働力不足問題が生じてい
ますか。

回答数： 187 スキップ数： 28

20.00%
36

26.67%
48

22.78%
41

2.78%
5

6.11%
11

21.67%
39

180

21.91%
39

30.34%
54

19.10%
34

2.81%
5

5.06%
9

20.79%
37

178

36.41%
67

29.89%
55

14.67%
27

3.26%
6

3.26%
6

12.50%
23

184

22.16%
39

20.45%
36

23.86%
42

3.41%
6

4.55%
8

25.57%
45

176

29.61%
53

21.23%
38

7.82%
14

0.56%
1

0.56%
1

40.22%
72

179

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 該当しない

調達物流

生産物流

販売物流

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思
う

どちらかといえば
そう思う

どちらともい
えない

どちらかといえばそう
思わない

そう思わ
ない

該当し
ない

合
計

調達物流

生産物流

販売物流

回収物流(静脈物流)

消費者物流(宅配便や引越
輸送など)
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回収物流(静脈物流)

消費者物流(宅配便
や引越輸送など)



Q10 あなたの会社の以下の物流機能では、労働力不足問題が生じてい
ますか。

回答数： 187 スキップ数： 28

20.99%
38

25.97%
47

20.44%
37

7.18%
13

3.87%
7

21.55%
39

181

46.49%
86

25.41%
47

9.19%
17

2.16%
4

1.62%
3

15.14%
28

185

16.94%
31

27.32%
50

29.51%
54

8.74%
16

4.37%
8

13.11%
24

183

34.05%
63

35.14%
65

11.35%
21

5.95%
11

2.70%
5

10.81%
20

185

25.00%
46

26.09%
48

20.11%
37

4.35%
8

1.09%
2

23.37%
43

184

21.23%
38

20.67%
37

26.26%
47

11.73%
21

2.79%
5

17.32%
31

179

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 該当しない

包装

輸送

保管

荷役

流通加工

情報

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思
う

どちらかといえばそう
思う

どちらともいえな
い

どちらかといえばそう思わ
ない

そう思わな
い

該当しな
い

合
計

包装

輸送

保管

荷役

流通加
工

情報
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Q11 あなたの会社の物流を持続的なものにするために、以下の職種
の労働力は不足していると思いますか。

回答数： 171 スキップ数： 44

33.13%
55

28.31%
47

19.88%
33

4.82%
8

5.42%
9

8.43%
14

166 2.46

20.96%
35

14.97%
25

7.19%
12

1.80%
3

3.59%
6

51.50%
86

167 4.07

47.06%
80

32.94%
56

7.65%
13

1.76%
3

1.18%
2

9.41%
16

170 2.05

30.54%
51

25.75%
43

7.19%
12

4.19%
7

5.99%
10

26.35%
44

167 3.08

34.94%
58

31.33%
52

10.24%
17

6.02%
10

3.01%
5

14.46%
24

166 2.54

6.75%
11

6.13%
10

17.79%
29

0.61%
1

2.45%
4

66.26%
108

163 4.85

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 該当しない

企画・計画

ドライバー(社内)

庫内作業(社内)

庫内作業(委託先)

店内作業

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思
う

どちらかといえばそ
う思う

どちらともい
えない

どちらかといえばそう
思わない

そう思わ
ない

該当し
ない

合
計

加重
平均

企画・計画

ドライバー(社
内)

ドライバー(委
託先)

庫内作業(社
内)

庫内作業(委託
先)

店内作業
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ドライバー(委託先)



Q12 あなたの会社の物流を持続的なものにするために、以下の社内
連携の取組が必要になると思いますか。

回答数： 169 スキップ数： 46

67.66%
113

19.76%
33

2.40%
4

1.80%
3

0.00%
0

8.38%
14

167 1.72

49.09%
81

20.00%
33

4.85%
8

0.61%
1

0.00%
0

25.45%
42

165 2.59

42.26%
71

25.00%
42

13.69%
23

1.19%
2

0.00%
0

17.86%
30

168 2.45

29.09%
48

18.18%
30

18.18%
30

3.64%
6

3.03%
5

27.88%
46

165 3.17

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 該当しない

営業部門

製造部門

調達部門

設計部門

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思
う

どちらかといえば
そう思う

どちらともい
えない

どちらかといえばそう
思わない

そう思わ
ない

該当し
ない

合
計

加重
平均

営業部門と物流部
門の連携

製造部門と物流部
門の連携

調達部門と物流部
門の連携

設計部門と物流部
門の連携
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営業部門と物流部門
の連携

製造部門と物流部門
の連携

調達部門と物流部門
の連携

設計部門と物流部門
の連携



Q13 あなたの会社の物流を持続的なものにするために、以下の荷主
企業と物流企業の連携の取組が必要になっていると思いますか。

回答数： 169 スキップ数： 46

37.13%
62

31.74%
53

16.77%
28

1.80%
3

2.99%
5

9.58%
16

167 2.31

45.24%
76

28.57%
48

11.31%
19

2.38%
4

2.98%
5

9.52%
16

168 2.18

34.91%
59

26.04%
44

18.34%
31

4.73%
8

3.55%
6

12.43%
21

169 2.53

34.91%
59

31.36%
53

18.34%
31

3.55%
6

3.55%
6

8.28%
14

169 2.34

47.90%
80

30.54%
51

4.79%
8

1.80%
3

1.80%
3

13.17%
22

167 2.19

57.40%
97

26.04%
44

4.14%
7

1.18%
2

1.18%
2

10.06%
17

169 1.93

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 該当しない

手荷役の解消

運転

待

待ち

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思
う

どちらかといえば
そう思う

どちらともい
えない

どちらかといえばそう
思わない

そう思わ
ない

該当し
ない

合
計

加重
平均

附帯業務の書面
化

手荷役の解消

運転と荷役作業
の分離

運賃と料金の分
離

待ち時間の削減
(自社)

待ち時間の削減
(届け先)
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附帯業務の書面化

運転と荷役作業の分離

運賃と料金の分離

待ち時間の削減(自社)

待ち時間の削減(届け先)



Q14 あなたの会社の物流を持続的なものにするために、以下の業界
全体での取組が必要になっていると思いますか。

回答数： 169 スキップ数： 46

47.31%
79

28.74%
48

11.38%
19

4.19%
7

1.20%
2

7.19%
12

167 2.05

47.34%
80

31.36%
53

11.24%
19

3.55%
6

1.18%
2

5.33%
9

169 1.96

46.43%
78

36.31%
61

9.52%
16

0.60%
1

0.00%
0

7.14%
12

168 1.93

34.91%
59

37.28%
63

17.75%
30

2.96%
5

1.78%
3

5.33%
9

169 2.15

32.54%
55

31.95%
54

23.67%
40

2.37%
4

4.14%
7

5.33%
9

169 2.30

22.02%
37

34.52%
58

24.40%
41

5.95%
10

7.74%
13

5.36%
9

168 2.59

18.45%
31

27.98%
47

33.93%
57

6.55%
11

7.74%
13

5.36%
9

168 2.73

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 該当しない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思
う

どちらかといえ
ばそう思う

どちらとも
いえない

どちらかといえば
そう思わない

そう思
わない

該当
しな
い

合
計

加
重
平
均

ハードウェアの標準化(パレッ
トサイズなど)

ソフトウェアの標準化(情報シ
ステム、伝票など)

ルールの標準化(届け先での業
務内容など)

ダイバーシティ施策(女性の活
用)

ダイバーシティ施策(高齢者の
活用)

ダイバーシティ施策(外国人の
活用)

ダイバーシティ施策(障害者の
活用)
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ハードウェアの標準化
(パレットサイズなど)

ソフトウェアの標準化
(情報システム、伝票など)

ルールの標準化
(届け先での業務内容など)

ダイバーシティ施策
(女性の活用)

ダイバーシティ施策
(高齢者の活用)

ダイバーシティ施策
(外国人の活用)

ダイバーシティ施策
(障害者の活用)



Q15 あなたの会社の物流を持続的なものにするために、以下の発着
荷主間連携の取組が必要になっていると思いますか。

回答数： 169 スキップ数： 46

62.13%
105

26.04%
44

4.73%
8

0.00%
0

0.59%
1

6.51%
11

169 1.70

50.00%
84

26.79%
45

12.50%
21

0.00%
0

1.79%
3

8.93%
15

168 2.04

38.69%
65

33.93%
57

13.69%
23

2.98%
5

2.98%
5

7.74%
13

168 2.21

50.00%
84

30.36%
51

8.93%
15

1.19%
2

1.19%
2

8.33%
14

168 1.98

34.13%
57

32.34%
54

16.77%
28

1.80%
3

2.40%
4

12.57%
21

167 2.44

46.39%
77

34.34%
57

12.65%
21

0.00%
0

0.00%
0

6.63%
11

166 1.93

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 該当しない

リー

ジャストイ

物流単位にあわ

一貫

A

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思
う

どちらかといえば
そう思う

どちらともい
えない

どちらかといえばそ
う思わない

そう思
わない

該当し
ない

合
計

加
重
平
均

リードタイムの適正化

ロットの適正化

ジャストインタイムの
適正化

物流単位にあわせた受
発注の実施

一貫パレチゼーション

ASN(事前出荷情報)
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リードタイムの適正化

ロットの適正化

ジャストインタイムの
適正化

物流単位にあわせた
受発注の実施

一貫パレチゼーション

ASN(事前出荷情報)



18.29% 30

43.90% 72

8.54% 14

9.15% 15

20.12% 33

Q16 IoT／BD／AIの活用により、共同輸送等の取組が進み、トラック
の積載率が向上しているのはいつ頃だと思いますか。

回答数： 164 スキップ数： 51

合計 164

2020年 2025年 2030年 2030年以降 わからない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答の選択肢 回答数

2020年

2025年

2030年

2030年以降

わからない
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10.91% 18

39.39% 65

15.15% 25

14.55% 24

20.00% 33

Q17 IoT／BD／AIの活用により、発着荷主及び物流事業者間の情報共
有が進み、荷役待ち時間等の解消が図られ、今よりもトラックの回転

数が向上しているのはいつ頃だと思いますか。
回答数： 165 スキップ数： 50

合計 165

2020年 2025年 2030年 2030年以降 わからない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答の選択肢 回答数

2020年

2025年

2030年

2030年以降

わからない
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4.88% 8

21.95% 36

20.73% 34

26.83% 44

25.61% 42

Q18 IoT／BD／AIの活用により、位置情報のリアル把握・相互把握、
自動運転等が実現し、ドライバー不足の問題が解消しているのはいつ

頃だと思いますか。
回答数： 164 スキップ数： 51

合計 164

2020年 2025年 2030年 2030年以降 わからない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答の選択肢 回答数

2020年

2025年

2030年

2030年以降

わからない
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11.11% 18

24.69% 40

18.52% 30

20.99% 34

24.69% 40

Q19 IoT／BD／AIの活用により、サプライチェーン上の企業間の情報
連携が強化され、今よりも原材料や製品といったモノの在庫が削減さ

れているのはいつ頃だと思いますか。
回答数： 162 スキップ数： 53

合計 162

2020年 2025年 2030年 2030年以降 わからない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答の選択肢 回答数

2020年

2025年

2030年

2030年以降

わからない
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12.35% 20

32.10% 52

18.52% 30

16.05% 26

20.99% 34

Q20 IoT／BD／AIの進化に伴う保管設備の機械化により、複数荷主が
保管スペースを共有するなどの取組が進展し、今よりも保管効率が向

上しているのはいつ頃だと思いますか。
回答数： 162 スキップ数： 53

合計 162

2020年 2025年 2030年 2030年以降 わからない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答の選択肢 回答数

2020年

2025年

2030年

2030年以降

わからない
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3.11% 5

29.19% 47

21.12% 34

29.81% 48

16.77% 27

Q21 IoT／BD／AIの活用により、ロボット倉庫などの普及が進み、労
働集約型産業とされてきた物流現場において、 省人化、無人化が実

現しているのはいつ頃だと思いますか。
回答数： 161 スキップ数： 54

合計 161

2020年 2025年 2030年 2030年以降 わからない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答の選択肢 回答数

2020年

2025年

2030年

2030年以降

わからない
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5.52% 9

19.63% 32

18.40% 30

31.29% 51

25.15% 41

Q22 IoT／BD／AIの活用により、サプライチェーン上の全ての企業に
おいて情報の共有が図られ、無駄な生産や入出荷等の作業を減らすこ
とで、飛躍的な生産性の向上を実現しているのはいつ頃だと思いま

すか。
回答数： 163 スキップ数： 52

合計 163

2020年 2025年 2030年 2030年以降 わからない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答の選択肢 回答数

2020年

2025年

2030年

2030年以降

わからない

22 / 30



28.22% 46

31.29% 51

11.66% 19

11.66% 19

17.18% 28

Q23 物流・ロジスティクス分野の生産性を向上させるために、物流
部門が、IoT／BD／AIを活用した機械化や情報化に対して、投資して

いるのはいつ頃だと思いますか。
回答数： 163 スキップ数： 52

合計 163

2020年 2025年 2030年 2030年以降 わからない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答の選択肢 回答数

2020年

2025年

2030年

2030年以降

わからない
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33.54% 54

66.46% 107

Q24 現在の労働力不足の問題について、次のどちらで対応するべき
だと思いますか。次の2つのうちから1つを選んでください。

回答数： 161 スキップ数： 54

合計 161

労働力を確保する 一人一人の労働生産性を高める

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答の選択肢 回答数

労働力を確保する

一人一人の労働生産性を高める
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23.60% 38

72.67% 117

3.73% 6

Q25 現在の労働力不足の問題に対応するための順序は、次のどちら
で対応するべきだと思いますか。次の3つのうちから1つを選んでく

ださい。
回答数： 161 スキップ数： 54

合計 161

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答の選択肢 回答数

物流の仕組みを変えてから機械化を行う

物流の仕組みを変えることと機械化を同時進行させる

物流の仕組みを変えるよりも機械化を優先する
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物流の仕組みを変えてから機械化を行う
物流の仕組みを変えることと機械化を同時進行させる
物流の仕組みを変えるよりも機械化を優先する



9.88% 16

44.44% 72

17.28% 28

11.73% 19

15.43% 25

1.23% 2

Q26 国(国土交通省)による「生産性革命プロジェクト」では、「物流
生産性革命」を掲げて、トラックの生産性を二割程度向上させる目標
を掲げて施策を推進しています。今後、国の施策の推進により、日本
の物流全体の生産性の向上につながっていくと思いますか。

回答数： 162 スキップ数： 53

合計 162

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 該当しない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答の選択肢 回答数

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

該当しない
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26.71% 43

36.65% 59

15.53% 25

11.80% 19

8.70% 14

0.62% 1

Q27 今後、標準化の推進やルールづくりなどの物流の仕組みを変え
るうえでの環境整備に向けて、行政の施策に期待しますか。

回答数： 161 スキップ数： 54

合計 161

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 該当しない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答の選択肢 回答数

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

該当しない
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23.75% 38

38.13% 61

15.63% 25

10.63% 17

11.88% 19

0.00% 0

Q28 今後、物流・ロジスティクス分野の情報化・機械化を推進するこ
とに対して、行政の施策に期待しますか。

回答数： 160 スキップ数： 55

合計 160

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 該当しない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答の選択肢 回答数

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

該当しない
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42.86% 69

38.51% 62

14.29% 23

1.24% 2

2.48% 4

0.62% 1

Q29 JILSでは、ロジスティクスのあるべき姿を実現するための方法
として、IoT推進部会を設置するなどの活動を進めています。今後、
IoT／BD／AIを活用したロジスティクスを推進するうえで、JILSの取

組に期待しますか。
回答数： 161 スキップ数： 54

合計 161

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 該当しない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答の選択肢 回答数

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

該当しない
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93.46% 143

9.15% 14

1.31% 2

Q30 このWebアンケートについて、何をご覧になられて、ご協力を
いただいたのか、次のなかから選択してください (複数回答可)。

回答数： 153 スキップ数： 62

メールマガジン JILSホームページ

0 20 40 60 80 100 120 140 160

その他

180 200

回答の選択肢 回答数

メールマガジン

JILSホームページ

その他

回答数: 153
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公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会

JILS総合研究所

東京都港区海岸１丁目１５番地１号 スズエベイディアム ３階

Tel：03-3436-3191

Fax：03-3436-3190

URL http://www.logistics.or.jp/
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	Q9 現在、国境を超えた企業間電子商取引（越境BtoB-EC）で世界中から部品、半製品、製品等を調達する動きがみられます。今後、越境BtoB-ECによって、国際水平分業はさらに大きく拡大すると思いますか。
	Q10 今後、情報化が進むにつれて、以下の対応が迫られると思いますか。
	Q11 今後、情報化を進めるうえで、以下は、阻害要因になると思いますか。
	Q12 今後、IoTによって取得・蓄積されたデータを分析し、新たなビジネス・チャンスを創出し、新しいサービスを展開していくことができると思いますか。
	Q13 今後、IoTで得られたデータをもとに、新たな物流・ロジスティクスモデルを創出して、物流生産性の向上と利益（率）の拡大に貢献できると思いますか。
	Q14 IoTの普及による社内各部門の水平統合により、ロジスティクス部門の役割は、今後、重要度を増してくると思いますか。
	Q15 あなたの会社の物流情報化の現状は、同業他社と比べて、先行していると思いますか。
	Q16 現在、すでに、トラックなどの移動体に情報通信システムを実装して、リアルタイムに情報を提供する技術（テレマティクス）など、IoTを活用した例があげれます。今後の輸配送において、IoTの活用例が増えていくと思いますか。
	Q17 現在、ロボットが入出庫を行ったり、ネットワークロボットが倉庫内を自動で動き回ったりするなど、自動制御された新しいマテハンが登場しています。今後、自動制御されたマテハンの種類・数は増加していくと思いますか。
	Q18 今後、ロボットが、人間に代わって、荷役機能を担っていくと思いますか。
	Q19 今後、IoTによる情報化を通じて、出荷データ等をオープンな環境で共有することで、企業のマッチングや配送のシェアリングなどが進んでいくと思いますか。
	Q20 今後、店頭の商品の購入実績に係るビッグ・データを用いて、長期的な需要予測の精度向上が実現できると思いますか。
	Q21 今後、日本企業がIoTを活用して、製品の生産量、出荷量、販売量などを的確に予測することによって、世界的に見ても、先進的な物流・ロジスティクスのモデルを創り出すことができると思いますか。
	Q22 物流業界では、ドライバー上足が問題になっています。今後、需要予測やIoTを活用して、荷主連携による共同輸配送を実現することにより、ドライバー上足の問題が緩和すると思いますか。
	Q23 今後、情報化の進展により、輸配送に係る計画系、並びに、実行系のシステムが発展することで、積載効率や回転数を向上させることができると思いますか。
	Q24 今後、IoTを活用することで、保管効率を向上させることができると思いますか。
	Q25 今後、IoTを活用した需要予測に基づき、適正な生産計画やそれに基づく物流計画を立てることで、返品の削減につながっていくと思いますか。
	Q26 IoTが進む中で、現在のままの形で使われ続ける可能性のあるもの（例えば、紙伝票など）もあり、多くの伝票はサイズやデータレイアウトが異なったりしています。今後、複数荷主の間で「統一伝票《を作成し、利用することで、運送事業者等の作業効率の向上につながっていくと思いますか。
	Q27 今後、IoTにより、サプライチェーン上の諸活動が「見える化《していくことにより、在庫管理、ロケーション管理、人員計画、配車計画といった現場の作業が最適化されると思いますか。
	Q28 日本国内では輸送容器（例えば、パレットなど）の多くの資材が標準化されているとはいえない状態です。今後、IoTの進展に伴って、標準化が進められていない資材等のハードウェアがボトルネックになると思いますか。
	Q29 今後、伝票の電子情報化が進むと思いますか。
	Q30 物流情報システムが各社によって異なり、標準化された環境とはいえない状態です。今後、IoTの進展につれて、会社によって異なる物流情報システムの共通化が進むと思いますか。
	Q31 行政では、自動走行やドローンなど、情報通信技術を用いた様々なハードウェアに関する取組みへの支援が行われています。今後、情報化を活用した物流・ロジスティクスを推進するうえで、行政によるハードインフラの整備に期待しますか。
	Q32 JILSでは、IoTとロジスティクスを推進するための部会の設置を目指すなど、様々な準備を進めてきています。今後、日本において、IoT時代に対応したロジスティクスを推進するうえで、JILSの取組みに期待しますか。
	Q33 2030年、配送トラックの無人走行が実現していると思いますか。
	Q34 2030年、大型幹線トラックの無人走行が実現していると思いますか。
	Q35 2030年、トラックの稼動状態（積載率・走行ルート）をセンサーで把握して、情報を収集・分析することで、積載効率が向上していると思いますか。
	Q36 2030年、身に付けて持ち歩びができる情報端末（ウェアラブル端末）などを装備することで、ドライバーの一連の作業が「見える化《されていると思いますか。
	Q37 2030年、荷役や検品データの収集と解析による、より高精度な入庫時間の予約システムが使われ、ドライバーの待機時間が削減していると思いますか。
	Q38 2030年、完全無人化の物流センターが運営できると思いますか。
	Q39 2030年、商品にRFID（ICと小型アンテナが組み込まれたタグやカード状の媒体などから、電波を使ってモノを自動的に識別する技術）が付けられ、RFIDがサプライチェーンマネジメントの工程で、データ収集のためのセンサーとして機能していると思いますか。
	Q40 あなたがIoTに対応するうえで抱えている問題点、ご関心のあるテーマや取組み、ご意見やお気付きの点などがあれば、簡単で結構ですので、ご記入ください。
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